
あび

主主主晶子的支の風物詩、手主要務まつりもいよいよ近づきま

した。殺孫子市燃の主主的祭典、や策議まつりに参力nしても

かっば管室長を綴りましょう a家主主そろって参加して下さい@

今年も手錠沼まつりを 8丹14日

{日)目 15宮{月}・ 16悶{火}

的 3話機、号1'1電i話公E担わ急iIif色合

告書毒患設予定j阜で干すいます。

7IT羽目をi堕えた今年のそF賀f高ま

りも‘かっ j王者頭大会、 1立がく大

会、ち u'っこ水j泳火会と、主義しい

日は交i誼禁制J(j也E罫参1110
*ちがっこかっば水泳大会町議日

i念、市民ブサレiま使紛できません勿

{援し紛がいゥ f:r~、でナ。 併パレード，午務9時から午後2

あなたも、かっば王者鱗の務り的 時三tて二術役所前パスをゆ-t.'..'心

事書に入って、奥夏昨夜的。ととき 義務般のeU主主1>'をかぎりつけて、

を楽し〈すごしてはいかがでしょ 市内パレードします6

うか'" が っIt:軍基襲貰大干す滋:午後7持か

なS去、g;毘的会場環i立は汲寺まが ら午後9時まで、我孫J子駅前か

予想冬れますので、!1U防車てザ〉ご ら1ぢ民会館長室綾子主主地まで11';陸

祭場は、ご主主f芭下さい。 14詩・ 16 します。
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~ちびっこがっば氷泳火会:午後

lfl年かん午後4善寺まで、恭氏プ

ールで1Tいます。

診がっ1:'瀦媛大会;午後7時から

午後10絡まて久市民会総務員立予

定践で行います。

~かっ 1;1:'望者競大会:午後 1~辛から

午後10祭事までrti疑念館主義設予家

総て'行いますa

I>:a火大会:午後8砕から午後9

時まで当Fj主浴湖上{手室電沼公務請

i中}て寸すいます。

?者投街 82-11SI(代)
尚北支隊路一21 1 1 
湖北台支医者団…0828
蔀姓業所 89-2358 
水 道 告書抽出ll{代)
中央公 E毒蛇 82-0&15
老人掻栓i!ンター関一o1 2 3 

務孫子市役滋
務長公室余語!ill諜

消 ま つ り 交 通 規 制 図
8月 14・16Sの 2臼間

揺花火大会は、照的場合総慈しま

す@
オE倦潟北台1γg凶治会

et輩隠盈主主おど!持

主俄銭資家後会
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単草重

量霊気F喜為的マーヲ

ネガティブ・オプション
(おLつり競売)

総理器な電気製

品事による事由主紡

止が際的て・‘は止んどの後安売用

誌につけられメーカ…、翰入議室

翁詰これに合ったものでなけれ

ば製造や絞売ができませんか く簡ヱ E翠〉

毅りま T

*霊童動ミシン *食若君4顎 *セ

ミダブルベッド *激わかし雪量

{プロパン・都市ガス熊) 坊さ

足踏ミシン *機動オルガン

*子供熔白書崩薬事 *詞腰掛滋シー

トカバー *鴎熊テレビ (14イン

チ*寄託昔話コタツ キ座線茅

議ってT 岩手い

*う 1;(車 場さカーベット;s1.はどニエ

ールござ (8鮎賂) 喝さ茶話量納長寵

炉 *1童話事テーブル滋子供いす

主主文も Lない的に販売講産者が

勝手に溜占誌を滋りつけてきた‘

このような~適法をネプγテイブ・

オプシ mン{おしつけ践者意) 1: 

いいます。

とめようを場合は、 31>月(

波宮聖書からそめ潟ぬの事i取り

ま議余した広島合Iまそ丹野から 1ヵ

月)絞返還するとそのi留品問滋遼

議*に1おじなくてもよいことに

な q ていますa

~られた滋費者は、そのi除絞

め代金を支払う張緩はありませ

んし、送りかえす長信要もありま

せん。 3ヵJ'l経過すればE宣告に

主義分できます。

説明るい話題

易港閥均さん{番手2-25-(5)か

と韮 iこ!誕?有子式アンマ機1

2なの寄泌がおりまし た。

ありがとうございました。

第 4飽我孫モチ
食品潔境3まつり

t>包帯 8月 3日午後3終から

1>場所三H主総公凶

修正註告草 食品f務主主義員会

砂織霊童 約然健所 者主主草子市

諮当日、 ニプキプリ、ハエの守棄罪主コ

ンクールなど多祭主・催し紛がゐワ

ますω 寄互室主頁{之容泊券がffl:l言、して

I J'>りますから、参加券をお持参うに

なηご来場下きい。争参加者五旨葬者に

賞品をさしあげますa

-一

2
一

3
一
4
一
5

私~
一一…----¥、、¥

くホタ井出先を訪ねる〉

惨路島 8月草註〈二上)筒天中点

惨集会 ~tl古駅改札口 午 後6時

れ I wll1l欝貸出自~今炎公認銭問書案12 栂 -1

I / 火

11<<) 
酪

ー
仏

朝

一

帥

所
H
M

一

日

昔

蒙

…

車

市

俳

書

一

書

議

随

一

凶

時

副

総

一

総

市

民

一

回

阿

部

公

…

公

也

突

一

央

滋

や

一

中

崎

明

日

申

告

苦

向

一

滋

者

貸

一

捷

開

審

一

宮

消

滋

一

銭

水

一

木

一

会

一

長

⑧

-一
2

一3
4

4
H
A

…1
A

一

寸

H

A

4

1

て士師免状所有者{ただし務3主員、

告書5主義を除く)

砂官首望書翼運1:1-場所 9.'130詰"古寺

i約昔樋枇々ンター(子議荷役i'fr誇年)

傍受付高月17詩-8月20悶

惨主題t詰聖書類 受講申諮譲事、写真1

3鞍(提出前Gヶ丹以内燃君主、裂を4

センチ檎3センチ‘主主主耳上半身絞

娘、 生薬事5すま}
I>~塁線手数料 3000悶(千舟草語系収

入紙数〉

静申込先

④熊本i笠管工事↑高尚三塁告や県消，}j

機若草1品f帯主立会。

擬受講申綴望書的重事支誌は受け付けま

せん，テキストは各自民有します。

(1韓妨害〉

f苦E考の身元をきがす
相談所j綴殺

家緩や知人などでノイ p-ゼや

f荷量売を釜に家1:llLたままを蒔怠が，(g

之、もしかすると宛て:七ているの

で詰令いかと心語己2きれている15は‘
相談においで下<'!-¥、銭安芸事思や家

母H器禁寺町状況のわかる資料などが

Jうる ξ効果的1:す。

紗繍談a CD9月 2践午詰言 g時…

午 後5時(総事事聖書務)②9!ヲ 1El 

-9持30自午前9務~午後 5時

(千適量採草ま喜善本部鑓言車線)

(4) 

I玄表 2めとおり。金おを盟理に往診

がで普る事塁側は、①ま先護毒殺害長男事

{入経者及 v'際寝室尭擦を除()時 E

名1こっき24万円@恋人扶議事晃後E令

1名につき 6万pl@:棒審議検索中

14'>につき20nPl(特別際空害者拭

1名iこっき28n門}延長遂卒者及炉

事整会話(入縁者又は関車号線主主}時 1

名につき20万内勿

間申込F語紙記布、向い念材先は土

木瀧n整事長隷ま 'Co内線288

会 4

1鰯重殺11専

問 E鈎i寺1!.!12;糊丹

l そランティア I ( 市内に住む l 
i 豪華成鱗座 I ¥ 外邸入のプヲへ / 

静尾正3 8月22Eま ()j) 昭和49年に登録是正明丹羽毛幸‘新

b場腕殺孫子市商工会長室H晋 綴登録金受けた方位、今年が翌三義

争議i催予議長幾 的年マ?す。主まままを受けた訴から 3

b受診車ll> 8丹7住までに滋言若 年践にあたる日丹30日商苦から章常し

で+士会総設協議会ヘ申し込んで下 い愛録言正明畿を交付します。

さいm 控 82…0214 0旅券{持勺ている人だけ)0写

r…一一一一一一一一一一一~\ 主主3111:(14露呈以上的方のみ)0外
飽和53~事用 ¥ 
「切るい家計簿jの頒布J 殴人登録託際線。以上をそろえて

、一一一一一一一一一………/ 本人が夜被毛市役所にお持ち〈だ

子繁然i母子主総i汲黍実会が家計簿 幸い。(市災意築〉

拘禁l立を巡るため頒布いたします。

b安富縫 1部 180湾 昭幸053年度悶IO在家懇カ
砂申込 8月20日までに総工話料宵 線療センタ m 入所議募集

校生活係へ f号線233 機カ聖書害事務的方々を対象に、総

傍受i産 ¥l月下勾{代金。It宇え} 君主教育、 1士会生活1斑lt諒i綴金行つ

ているE自立東京総力湾審たンター

で{念、 5直年JiC入所生を募集します。

惨事事重華麗務 ?ッサージ鐙!E料、

J点本印刷料毒事修了年月も 1年から

5年まで数々です。

1>申括主・問い合せ 申し込みは、

10持傘までです。務総は福祉事務

所楢控;係へ(内線2(5)

/務声機能障害寄港ま¥
¥ 1発声皆様窓会 / 

1>随時 52年 8月-53年 3丹的関

月2・3側午後1時30分~午後

4時

砂場所

惨重量濁

宮悦72(23) 4129 '1>申込

県 芸 術 接 待 品 募 集

月s|ili i州…jい…併、i 慨~15 J*.で酬はf協

協-1j 7司午当医県韮芸術祭実行議}司会事務絡

期! 8月の納税〉

.[言.1襲民税 2期予子

@悶渓幾康保険綴2務会

約税 iま

者宅綴!勾lこ.ゲ

千譲治社会セシター

然科

もぜ主上毒事務所福主主係

(内線245)

i行裁選車総訴についてお知らせ

l主I:Lて

I 問接、依然撲の勝抄本的交

i 付 。向p，程登録是正明(本ITで

1 殺録済的も円)的交付

!サーピス時開

I 8時30分 -12鯵 13時-17時
f本然日町議後詰号事に泌雑L

l ますのでお灘け〈だ善い 3

(市災建襲撃t前行政i謀総研}

テレホンサービス
観音舌をかけることにより、

市の業務絡がわかります.

平日はz週間的築務、日8耳・

休日にはも話器誼・休日会話番涯

がわかります。 (U務関可能)
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